
 

 

今週の指標 No.1366                                           2024 年 12 月 5 日 

最低賃金引上げとパート・アルバイトの時給との関係について 

 

＜ポイント＞ 

１. 本稿では、2024 年度の最低賃金引上げの内容について都道府県別に確認するとともに、パート・

アルバイトの時給への影響について考察を行いたい。まず、労働者数による全国加重平均の最低賃

金の推移をみると、コロナ禍の 2020 年度を除き、近年着実に上昇傾向が続いている。2023、

24 年度は２年連続で引上げ幅が過去最大注１となり、2023 年度に初めて 1,000 円を超え、

2024 年度は 1,055 円となった【図１】。1,000 円を超える都道府県数は、2023 年度には８、

2024 年度は 16 と、2023 年度以降急増している【図２―１】。 

２. 2024 年度の改定注２においては、７月 25 日に中央最低賃金審議会で改定の目安についての答申

（全国加重平均 1,054 円、Ａ～Ｃランク注３地域のいずれも＋50 円）が取りまとめられ、この答申を

参考にしつつ、各都道府県の地方最低賃金審議会において地域の経済実態を踏まえた議論が進め

られた。８月 29 日までにすべての都道府県において最低賃金の答申が出され、その結果、全国加

重平均は目安を上回る 1,055 円（前年差＋51 円、上昇率 5.1％）となった。最高額は東京都の

1,163 円、最低額は秋田県の 951 円であった【図２－１】。なお、改定後の地域別最低賃金の発効

日は、法令上、決定公示の日から 30 日経過後又は公示の日から 30 日経過後で指定する日、とさ

れており、これまで 10 月上旬の場合が多い。【図２－２】。 

３. こうした最低賃金の引上げがパート・アルバイトの時給にどのように影響を及ぼすか、求人情報サイ

トに掲載されている募集賃金を抽出・集計した週次のビッグデータで確認したい。まず、パート・アル

バイトの平均募集賃金の推移（データが利用可能な 2017 年以降）をみると、全国的に上昇傾向が

継続しており、最低賃金引上げ時（10 月）に大きく上昇し、その後も緩やかな上昇が続くことが分か

る【図３】。 

４. 次に、2021 年度以降の最低賃金の引上げ率とパート・アルバイトの平均募集賃金の上昇率を比べ

ると、図４－１、４－２の係数より、おおむね最低賃金引上げ率の４割程度が８～10 月の２か月注４で

パート・アルバイトの平均募集賃金上昇率に反映され、１年で９割程度反映されることが分かる【図４

―１、図４－２】。改定の発効前に募集賃金が上昇するのは、各都道府県の答申が出た後、発効まで

に最低賃金の引上げ分を見込んで、募集賃金を引上げているためと考えられる。以上のことから、

最低賃金の引上げが、パート・アルバイトの平均募集賃金を押し上げる関係性が観察できる。 

５. 以上より、最低賃金の引上げについては、安定的にパート・アルバイト時給を押し上げる効果を持っ

ていることが分かる。地域の雇用動向をみる上では、引き続き、両者の関係を注視していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

注１．厚生労働省の発表によると、全国加重平均の引上げ幅は、2023 年度 43 円、2024 年度 51 円と

なり、1978 年度の目安制度開始以降の最大値を２年連続で更新した。 

注２．最低賃金の決定プロセスは、下図のとおり。（厚生労働省公表資料より作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注３．都道府県の経済実態に応じ、全都道府県をＡＢＣの３ランクに分けて、引上げ額の目安を提示している。

なお、経済実態とは、所得・消費に関する指標（５指標：１人当たりの県民所得、１人当たり家計最終消費

支出等）、給与に関する指標（９指標：常用労働者１人１時間当たり所定内給与額等）、企業経営に関する

指標（５指標：１事業従事者当たり付加価値額（製造業）等）の計 19 指標を総合化した指数に加え、適

用労働者数の比率や直近の地域別最低賃金額、地域における経済圏など複数の要素を組み合わせて

議論し、ランク分けする。 

注４．各都道府県における地方最低賃金審議会の答申後、おおむね２か月後に発効され最低賃金が改定さ

れる（多くの場合、８月上旬に答申が出され、10 月上旬に発効され最低賃金が改定される）。 

 

 

  



 

 

 

【図１】最低賃金・全国加重平均の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２―１】都道府県別最低賃金の推移 
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ランク 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年差 前年比
1 北海道 B 861 3.1 861 0.0 889 3.3 920 3.5 960 4.3 1,010 50 5.2 1
2 青森 C 790 3.7 793 0.4 822 3.7 853 3.8 898 5.3 953 55 6.1 2
3 岩手 C 790 3.7 793 0.4 821 3.5 854 4.0 893 4.6 952 59 6.6 3
4 宮城 B 824 3.3 825 0.1 853 3.4 883 3.5 923 4.5 973 50 5.4 4
5 秋田 C 790 3.7 792 0.3 822 3.8 853 3.8 897 5.2 951 54 6.0 5
6 山形 C 790 3.5 793 0.4 822 3.7 854 3.9 900 5.4 955 55 6.1 6
7 福島 B 798 3.4 800 0.3 828 3.5 858 3.6 900 4.9 955 55 6.1 7
8 茨城 B 849 3.3 851 0.2 879 3.3 911 3.6 953 4.6 1,005 52 5.5 8
9 栃木 B 853 3.3 854 0.1 882 3.3 913 3.5 954 4.5 1,004 50 5.2 9
10 群馬 B 835 3.2 837 0.2 865 3.3 895 3.5 935 4.5 985 50 5.3 10
11 埼玉 A 926 3.1 928 0.2 956 3.0 987 3.2 1,028 4.2 1,078 50 4.9 11
12 千葉 A 923 3.1 925 0.2 953 3.0 984 3.3 1,026 4.3 1,076 50 4.9 12
13 東京 A 1,013 2.8 1,013 0.0 1,041 2.8 1,072 3.0 1,113 3.8 1,163 50 4.5 13
14 神奈川 A 1,011 2.8 1,012 0.1 1,040 2.8 1,071 3.0 1,112 3.8 1,162 50 4.5 14
15 新潟 B 830 3.4 831 0.1 859 3.4 890 3.6 931 4.6 985 54 5.8 15
16 富山 B 848 3.3 849 0.1 877 3.3 908 3.5 948 4.4 998 50 5.3 16
17 石川 B 832 3.2 833 0.1 861 3.4 891 3.5 933 4.7 984 51 5.5 17
18 福井 B 829 3.2 830 0.1 858 3.4 888 3.5 931 4.8 984 53 5.7 18
19 山梨 B 837 3.3 838 0.1 866 3.3 898 3.7 938 4.5 988 50 5.3 19
20 長野 B 848 3.3 849 0.1 877 3.3 908 3.5 948 4.4 998 50 5.3 20
21 岐阜 B 851 3.2 852 0.1 880 3.3 910 3.4 950 4.4 1,001 51 5.4 21
22 静岡 B 885 3.1 885 0.0 913 3.2 944 3.4 984 4.2 1,034 50 5.1 22
23 愛知 A 926 3.1 927 0.1 955 3.0 986 3.2 1,027 4.2 1,077 50 4.9 23
24 三重 B 873 3.2 874 0.1 902 3.2 933 3.4 973 4.3 1,023 50 5.1 24
25 滋賀 B 866 3.2 868 0.2 896 3.2 927 3.5 967 4.3 1,017 50 5.2 25
26 京都 B 909 3.1 909 0.0 937 3.1 968 3.3 1,008 4.1 1,058 50 5.0 26
27 大阪 A 964 3.0 964 0.0 992 2.9 1,023 3.1 1,064 4.0 1,114 50 4.7 27
28 兵庫 B 899 3.2 900 0.1 928 3.1 960 3.4 1,001 4.3 1,052 51 5.1 28
29 奈良 B 837 3.2 838 0.1 866 3.3 896 3.5 936 4.5 986 50 5.3 29
30 和歌山 B 830 3.4 831 0.1 859 3.4 889 3.5 929 4.5 980 51 5.5 30
31 鳥取 C 790 3.7 792 0.3 821 3.7 854 4.0 900 5.4 957 57 6.3 31
32 島根 B 790 3.4 792 0.3 824 4.0 857 4.0 904 5.5 962 58 6.4 32
33 岡山 B 833 3.2 834 0.1 862 3.4 892 3.5 932 4.5 982 50 5.4 33
34 広島 B 871 3.2 871 0.0 899 3.2 930 3.4 970 4.3 1,020 50 5.2 34
35 山口 B 829 3.4 829 0.0 857 3.4 888 3.6 928 4.5 979 51 5.5 35
36 徳島 B 793 3.5 796 0.4 824 3.5 855 3.8 896 4.8 980 84 9.4 36
37 香川 B 818 3.3 820 0.2 848 3.4 878 3.5 918 4.6 970 52 5.7 37
38 愛媛 B 790 3.4 793 0.4 821 3.5 853 3.9 897 5.2 956 59 6.6 38
39 高知 C 790 3.7 792 0.3 820 3.5 853 4.0 897 5.2 952 55 6.1 39
40 福岡 B 841 3.3 842 0.1 870 3.3 900 3.4 941 4.6 992 51 5.4 40
41 佐賀 C 790 3.7 792 0.3 821 3.7 853 3.9 900 5.5 956 56 6.2 41
42 長崎 C 790 3.7 793 0.4 821 3.5 853 3.9 898 5.3 953 55 6.1 42
43 熊本 C 790 3.7 793 0.4 821 3.5 853 3.9 898 5.3 952 54 6.0 43
44 大分 C 790 3.7 792 0.3 822 3.8 854 3.9 899 5.3 954 55 6.1 44
45 宮崎 C 790 3.7 793 0.4 821 3.5 853 3.9 897 5.2 952 55 6.1 45
46 鹿児島 C 790 3.8 793 0.4 821 3.5 853 3.9 897 5.2 953 56 6.2 46
47 沖縄 C 790 3.7 792 0.3 820 3.5 853 4.0 896 5.0 952 56 6.3 47

901 3.1 902 0.1 930 3.1 961 3.3 1,004 4.5 1,055 51 5.1 全国全国加重平均

2024
都道府県/年度

2019 2020 2021 2022 2023



 

 

【図２―２】都道府県別最低賃金の改定発効日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３】都道府県別パート・アルバイトの平均募集賃金（ビックデータ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都道府県名/年度 2019 2020 2021 2022 2023 2024
北海道 10 月 3 日 10 月 3 日 10 月 1 日 10 月 2 日 10 月 1 日 10 月 1 日
青森 10 月 4 日 10 月 3 日 10 月 6 日 10 月 5 日 10 月 7 日 10 月 5 日
岩手 10 月 4 日 10 月 3 日 10 月 2 日 10 月 20 日 10 月 4 日 10 月27 日
宮城 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日
秋田 10 月 3 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日
山形 10 月 1 日 10 月 3 日 10 月 2 日 10 月 6 日 10 月14 日 10 月19 日
福島 10 月 1 日 10 月 2 日 10 月 1 日 10 月 6 日 10 月 1 日 10 月 5 日
茨城 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日
栃木 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日
群馬 10 月 6 日 10 月 3 日 10 月 2 日 10 月 8 日 10 月 5 日 10 月 4 日
埼玉 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日
千葉 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日
東京 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日

神奈川 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日
新潟 10 月 6 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日
富山 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日
石川 10 月 2 日 10 月 7 日 10 月 7 日 10 月 8 日 10 月 8 日 10 月 5 日
福井 10 月 4 日 10 月 2 日 10 月 1 日 10 月 2 日 10 月 1 日 10 月 5 日
山梨 10 月 1 日 10 月 9 日 10 月 1 日 10 月 20 日 10 月 1 日 10 月 1 日
長野 10 月 4 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日
岐阜 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日
静岡 10 月 4 日 10 月 4 日 10 月 2 日 10 月 5 日 10 月 1 日 10 月 1 日
愛知 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日
三重 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日
滋賀 10 月 3 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 6 日 10 月 1 日 10 月 1 日
京都 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 9 日 10 月 6 日 10 月 1 日
大阪 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日
兵庫 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日
奈良 10 月 5 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日

和歌山 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日
鳥取 10 月 5 日 10 月 2 日 10 月 6 日 10 月 6 日 10 月 5 日 10 月 5 日
島根 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 2 日 10 月 5 日 10 月 6 日 10 月12 日
岡山 10 月 2 日 10 月 3 日 10 月 2 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 2 日
広島 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日
山口 10 月 5 日 10 月 5 日 10 月 1 日 10 月 13 日 10 月 1 日 10 月 1 日
徳島 10 月 1 日 10 月 4 日 10 月 1 日 10 月 6 日 10 月 1 日 11 月 1 日
香川 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 2 日
愛媛 10 月 1 日 10 月 3 日 10 月 1 日 10 月 5 日 10 月 6 日 10 月13 日
高知 10 月 5 日 10 月 3 日 10 月 2 日 10 月 9 日 10 月 8 日 10 月 9 日
福岡 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 8 日 10 月 6 日 10 月 5 日
佐賀 10 月 4 日 10 月 2 日 10 月 6 日 10 月 2 日 10 月14 日 10 月17 日
長崎 10 月 3 日 10 月 3 日 10 月 2 日 10 月 8 日 10 月13 日 10 月12 日
熊本 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 8 日 10 月 5 日
大分 10 月 1 日 10 月 1 日 10 月 6 日 10 月 5 日 10 月 6 日 10 月 5 日
宮崎 10 月 4 日 10 月 3 日 10 月 6 日 10 月 6 日 10 月 6 日 10 月 5 日

鹿児島 10 月 3 日 10 月 3 日 10 月 2 日 10 月 6 日 10 月 6 日 10 月 5 日
沖縄 10 月 3 日 10 月 3 日 10 月 8 日 10 月 6 日 10 月 8 日 10 月 9 日
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【図４―１】最低賃金引上げ率とパート・アルバイトの平均募集賃金 

           の上昇率（最低賃金答申後→最低賃金改定後）（2021～2024 年度） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図４―２】最低賃金引上げ率とパート・アルバイトの平均募集賃金 

              の上昇率（最低賃金改定後→翌年最低賃金改定後）（2021～2023 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（備考） 

１. 図１は、厚生労働省公表資料より作成。 

２. 図２―１、図２―２は、厚生労働省公表資料より作成。図２－１：ランクは、2024 年度のランク。赤字

は、最低賃金が 1,000 円を上回ることを示している。 

３. 図３は、厚生労働省公表資料、株式会社ナウキャスト「HRog 賃金 Now」により作成。HRog 賃金

Now は、株式会社ナウキャストが作成している、求人広告サイトに掲載されている募集賃金を抽出・

集計したビッグデータ。各週月曜日時点のデータ（最新値は 11/４）。破線は、大半の都道府県で最低

賃金が改定される 10 月１日を示している。 

４. 図４―１、図４－２は、厚生労働省公表資料、株式会社ナウキャスト「HRog 賃金 Now」により作成。図

４－１の HRog 賃金 Now は、各年の各都道府県の答申直後の月曜日と最低賃金改定直後の月曜日

の週次データを使用。図４－２の HRog 賃金 Now は、各年の各都道府県の最低賃金改定直後の月

曜日と翌年の最低賃金改定直後の月曜日の週次データを使用。 
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	２. 2024年度の改定注２においては、７月25日に中央最低賃金審議会で改定の目安についての答申（全国加重平均1,054円、Ａ～Ｃランク注３地域のいずれも＋50円）が取りまとめられ、この答申を参考にしつつ、各都道府県の地方最低賃金審議会において地域の経済実態を踏まえた議論が進められた。８月29日までにすべての都道府県において最低賃金の答申が出され、その結果、全国加重平均は目安を上回る1,055円（前年差＋51円、上昇率5.1％）となった。最高額は東京都の1,163円、最低額は秋田県の951円であった【図２－１】。なお、改定後の地域別最低賃金の発効日は、法令上、決定公示の日から30日経過後又は公示の日から30日経過後で指定する日、とされており、これまで10月上旬の場合が多い。【図２－２】。
	３. こうした最低賃金の引上げがパート・アルバイトの時給にどのように影響を及ぼすか、求人情報サイトに掲載されている募集賃金を抽出・集計した週次のビッグデータで確認したい。まず、パート・アルバイトの平均募集賃金の推移（データが利用可能な2017年以降）をみると、全国的に上昇傾向が継続しており、最低賃金引上げ時（10月）に大きく上昇し、その後も緩やかな上昇が続くことが分かる【図３】。
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